
雪原 

 
ほんのちいさな出来事にも 
哀しみをする 
微笑みをする 

 
ひっそりとした空気の中から 
聞こえてくる 
伝わってくる 

 
何もないと誰かが言うけれど 
じっと耳を澄ませば 
そっとのぞいてみれば 

 
ほんの一瞬立ち止まるだけでいい 
何かすることのできる時がある 
どうしようもない時がある 

 
美しい時間が自分を見つめるのを 
感じる、そして自分が何かへと 
歩き出そうとしているのを―――感じる 

 
そうなのです 
ここにこうして立っているのは 
紛れもなく私そのもの 

 
ほんのかすかな存在にも 
哀しみをする――― 
微笑みをする――― 

 (1984.4.28) 


